事　業　計　画　書
１．土地の所在、地目、面積、利用状況

２．土地に関する権利関係及び転用事業者

（１）土地所有者
（２）所有者以外の関係権利者
（３）転用事業者

３．計画概要
４．事業の目的及び必要性
５．土地選定の理由

６．給排水計画

（１）給水方法

（２）排水方法

　　（雨水・生活雑排水・汚水それぞれの処理方法）

７．被害防除計画

（１）造成中の被害防除方策

　　（造成に係る土地の流出、堆積、崩壊への対応策）

（２）完成後の被害防除方策

８．事業実施時期
９．その他特記事項

事　業　計　画　書

１．土地の所在、地目、面積、利用状況

　　天草市本渡町本渡字◇◇　1234番
　　畑　1,500㎡　（うち900㎡を転用予定）
２．土地に関する権利関係及び転用事業者

（１）土地所有者

　　　天草市本渡町本戸馬場2345-6　　天草太郎
（２）所有者以外の関係権利者
　　　なし
（３）転用事業者

　　　天草市東浜町８－１　本渡次郎
３．計画概要

　　農家住宅○○○㎡
４．事業の目的及び必要性

　　平成１７年９月に失火により自宅を焼失したため、家屋の新築を予定したが、過去にも２度ほど失火によりボヤをおこし、周囲に迷惑をかけていたため、反対があり、現在の土地での新築を断念した。地区内に親戚がおり、家はそう広くなく、納屋に仮住まいしている状況なので、早急に住宅を建設したい。
５．土地選定の理由

　　もともと家が建っていた場所は家が密集し、道路も狭く、敷地も農業機械を保管するには十分な広さがなかった。このため今度の住宅敷地には農業を経営する上で十分な広さを確保できる土地を取得したい。
　　移転先については、知人や親戚が住む○○地区内の土地から探した。市役所の指導もあって、条件を満たす土地で、農用地区域以外の土地について何人かの地権者と交渉したが、結局取得できなかった。そこで、集落に近い農用地区域内の土地について、交換を含めていくつか交渉した結果、やっと親戚の所有する飼料畑について取得の目途がたった。このため除外の申請を行うものである。
６．給排水計画

（１）給水方法

　　・井戸により給水する。
（２）排水方法

　　・生活雑排水及び汚水については、農業集落排水管に接続し放流する。
７．被害防除計画

（１）造成中の被害防除方策

　　土砂の流出、崩壊等ないよう十分に配慮する。
（２）完成後の被害防除方策

　　北側と西側は道路に面しており、農地は南側と東側に位置することから日照の問題は生じないと思われるが、一定程度距離を置き家屋を建設する。
８．事業実施時期

　　平成２８年７月～（但し、手続がこれより早く終われば、その時点で取りかかる）
※代替性に関する検討資料

・施設等の立地条件（位置的条件、交通条件、環境条件、規模等）、候補及び選定理由を記載する
記入例








